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新体制決定!!
　

令
和
３
年
10
月
24
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
町
議
会
議
員
選
挙
に

お
い
て
、
新
た
な
13
名
の
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

11
月
11
日
開
催
の
初
議
会
で
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、

議
長
の
要
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
責
務
の
重
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

南
三
陸
町
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
経
過
し
復
興

事
業
も
最
終
局
面
を
迎
え
て
、
今
後
は
、
復
興
後
の
ま
ち
づ
く

り
へ
と
歩
み
を
進
め
て
行
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
域
づ
く

り
、
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
対
策
や
漁
獲
量
減
少
に
よ
る

水
産
業
の
低
迷
等
、
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
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会
は
﹁
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体
的
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の
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終
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定
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と
﹁
行
財
政
運
営
の
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判
と
監
視
﹂
と
い
う
重
い
使
命
を
担
っ
て
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し
っ
か

り
と
将
来
を
見
据
え
た
﹁
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
﹂
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
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引
き
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き
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（
地
方
自
治
功
労
）

　米の需給調整及び米価下落・稲作経営農家支援対策に関する意見書

　令和３年産米の概算金については、本県をはじめとする全国の米産地で大幅な下落となり、所得減少

による稲作農家への支援対策が喫緊の課題となっている。

　新型コロナウイルスの感染拡大の影響から、業務用米を中心に需要が落ち込んだことで全国的に持越

し在庫が高止まりし、需給が見通しにくいこと等が主な下落要因となっている。

　現状の米需給環境が改善しない場合、価格回復は見通せないことから、今後も稲作農家、担い手経営

体の所得と経営に甚大な影響が危惧される。

　ついては、地域農業の永続的発展に向けて、稲作農家、担い手経営体が将来の水田農業経営を展望で

きるよう、そして、米の需給環境改善による所得確保と経営安定が図られるよう、

下記事項について強く要望する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    記

１　今般のコロナ禍による予期せぬ需要減等により発生した過剰米在庫については、政府備蓄米の運用

　改善等を含め、あらゆる政策を総動員した市場隔離を実施すること。

２　令和３年産米について、過去最大規模の作付転換を行ったものの、東北地方を中心とする米主産地

　では平年並み以上の作柄が公表されており、今後の作況及び新型コロナウイルス感染症の影響など予

　期せぬ需要減少等により、需給が大幅に緩和した場合は、迅速かつ的確な対策を講じ、需給環境の改

　善を図ること。

３　コロナ禍における生活困窮者や学生、子ども食堂、フードバンクへの国産米提供等による消費拡大

　の取組に向けた支援拡充を図る等、需要促進・拡大対策を積極的に講じること。

意　見　書
新型コロナの影響を受けた稲作農家に対する支援の陳情が提出され、全会一致で採択されました。

この意見書を　内閣総理大臣、農林水産大臣、財務大臣、衆議院議長、参議院議長、宮城県知事へ提出しました。
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台
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３
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